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地
方
美
術
館
の
場
所
論ー

山
口
県
立
荻
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
場
合
l

序
小
論
は
、
哲
学
的
場
所
論
の
視
点
か
ら
博
物
館
や
美
術
館
の
あ
り
方
を
考
察

す
る
試
み
の
一
端
で
あ
る
。
小
論
で
は
特
に
、
地
方
美
術
館
の
立
場
か
ら
、
む

し
ろ
地
方
で
あ
る
こ
と
を
有
効
に
生
か
し
た
運
営
を
し
て
い
る
山
口
県
立
萩
美

術
館
・
浦
上
記
念
館
に
お
け
る
調
査
を
も
と
に
、
地
方
美
術
館
の
あ
り
方
を
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
先
に
、
拙
論
「
博
物
館
の
場
所
論
」
(
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
研

究
所
紀
要
『
人
文
学
研
究
創
刊
第
一
輯
』
一
九
九
八
、
一
ー
三
二
頁
)
に
お

い
て
、
場
所
論
的
な
立
場
か
ら
見
た
博
物
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
を
考
察
し

た
。
考
察
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
西
田
幾
多
郎
の
場
所
論
か
ら
導
か
れ
た
概
念
、

「
場
所
の
自
己
限
定
」
と
、
「
個
別
的
な
存
在
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
と
い
う
双

方
向
的
な
視
点
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
。
調
査
し
た
博
物
館
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ

の
双
方
の
限
定
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
被
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
事
情
が
こ
れ
ら
の
自
己
限
定
の
バ
ラ
ン
ス
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
わ
き

ま
え
て
設
立
や
運
営
を
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
本
来
の
効
果
的
な
運
営

が
出
来
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
場
合
、
場
所
の
地
理
的
意
味

荒

正

見

木

だ
け
で
は
な
く
、
心
理
的
、
歴
史
的
な
意
味
で
の
総
合
的
な
場
所
の
意
味
を
探

究
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
も
明
か
に
な
っ
た
。
小
論
は
、
こ
の
よ

う
な
考
察
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
従
っ
て
、
考
察
の
骨
格
と
方
法
は
比
較
す
る

意
味
で
も
先
の
拙
論
の
方
法
を
踏
襲
す
る
。

と
こ
ろ
で
博
物
館
や
美
術
館
に
お
い
て
、
人
口
密
集
地
に
お
け
る
も
の
は
、

お
お
む
ね
多
く
の
入
館
者
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
地
方
の
多
く
の
そ
れ

ら
の
施
設
で
は
、
入
館
者
数
を
確
保
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
。
先
の
拙
論

で
は
、
秋
吉
台
科
学
博
物
館
が
、
設
立
場
所
を
生
か
し
、
そ
れ
に
館
独
自
の
工

夫
と
努
力
を
重
ね
て
、
入
館
者
数
の
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

小
論
で
は
特
に
こ
の
た
び
、
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が
そ
の
点
で

成
功
し
て
い
る
こ
と
を
調
査
し
た
結
果
を
も
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
当

館
に
つ
い
て
前
も
っ
て
特
筆
す
べ
き
は
、
当
館
が
理
想
的
な
理
念
を
追
求
し
つ

つ
、
現
実
的
な
運
営
で
も
成
功
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
小
論
で
は
そ

の
点
に
つ
い
て
、
場
所
論
的
な
立
場
か
ら
の
理
由
を
も
明
か
に
す
る
。

1 

場
所
論
の
視
点
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ま
ず
、
小
論
を
貫
く
考
察
の
方
法
に
つ
い
て
要
点
を
の
み
纏
め
て
お
く
。

西
国
幾
多
郎
の
場
所
理
論
に
お
け
る
「
場
所
」
と
は
本
来
、
唯
一
絶
対
の
存

在
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。
『
西
国
幾
多
郎
全
集
第
四
巻
』
(
岩
波
書
倍
、
一

九
四
九
/
一
九
八
八
日
以
下
『
全
集
四
』
と
記
す
)
所
収
の
論
文
「
場
所
」

(
大
正
一
五
年
)
に
よ
れ
ば
、
西
国
幾
多
郎
に
お
け
る
「
場
所
」
と
は
哲
学
者

が
常
に
問
題
に
し
て
い
る
存
在
に
対
す
る
西
田
幾
多
郎
な
り
の
名
称
お
よ
び
概

念
で
、
主
観
と
客
観
の
区
別
を
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
け
る
区
別
が
存

在
し
な
い
よ
う
な
全
体
を
意
味
し
、
そ
の
全
体
は
全
体
と
し
て
有
機
的
な
関
係

を
保
つ
も
の
だ
と
さ
れ
、
我
々
が
事
柄
を
認
識
し
た
り
感
情
を
持
っ
た
り
し
て

自
覚
す
る
意
識
現
象
は
、
そ
の
全
体
の
内
に
、
い
わ
ば
全
体
の
構
成
に
よ
っ
て

成
立
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
(
『
全
集
四
』
二

O
八
|
二

O
九
頁
)
。
意
識
現
象

の
背
後
に
、
実
は
そ
の
意
識
現
象
さ
え
含
ん
で
、
無
限
の
広
が
り
を
も
っ
こ
の

存
在
は
、
真
の
意
味
で
の
唯
一
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
。

「
腸
所
の
自
己
限
定
」
と
は
、
個
別
的
な
事
柄
は
す
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
全

体
と
し
て
の
「
場
所
」
に
よ
る
、
場
所
自
身
に
対
す
る
臼
己
限
定
だ
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
時
、
事
柄
の
成
立
に
関
し
て
重
要
な
媒
介
に
な
る
の
が

意
識
で
あ
る
。
い
か
な
る
事
柄
も
、
例
え
物
質
的
な
存
在
で
あ
れ
、
意
識
に
現

れ
て
初
め
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
意
識
が
担
造
し
て

い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
意
識
活
動
も
全
体
と
し
て
の
存
在
、
す
な
わ

ち
場
所
の
構
成
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
、
結
局
は
、
す
べ
て
の
事
柄
、

個
別
的
存
在
は
場
所
自
身
の
自
己
限
定
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
意
識
が
関
わ
る
場
所
自
身
の
自
己
限
定
を
、
西
田
幾
多
郎
は
「
自

覚
」
と
い
う
。
普
通
自
覚
と
は
、
単
な
る
意
識
作
用
を
の
み
指
す
が
、
『
西
国

幾
多
郎
全
集
第
六
巻
』
(
岩
波
書
居
、
一
九
四
八
/
一
九
八
八
H

以
下
『
全

集
六
』
と
記
す
)
所
収
の
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
(
昭
和
七
年
)
で
は
、
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の

よ
う
な
意
味
で
、
「
自
覚
的
限
定
と
い
う
の
は
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る

こ
と
で
あ
る
」
(
『
全
集
六
』
九
四
頁
)
と
、
意
識
に
よ
る
事
柄
の
成
立
、
す
な

わ
ち
限
定
と
、
場
所
自
身
の
自
己
限
定
を
同
じ
事
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
と
は
、
「
場
所
の
自
己
限
定
」
と
は
逆
方
向
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。
「
場
所
」
は
、
絶
対
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、
個
別
的

存
在
に
対
し
て
は
、
存
在
根
拠
と
し
て
優
位
に
立
つ
様
に
み
え
る
。
し
か
し
、

「
場
所
」
は
絶
対
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
全
体
と
し
て
は
「
無
」
だ
と
し
か
認
識

で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
「
場
所
」
が
「
場
所
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
た
め
に
は
、

認
識
可
能
な
個
別
的
存
在
を
通
し
て
そ
の
背
景
お
よ
び
総
体
と
し
て
の
絶
対
者

と
い
う
認
識
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
意
味
で
、

「
場
所
」
は
個
に
依
存
し
て
い
る
。
『
西
田
幾
多
郎
全
集
第
十
四
巻
』
(
岩
波

書
倍
、
一
九
五
一
/
一
九
八
八
H

以
下
『
全
集
十
四
』
と
記
す
)
所
収
の
「
現

実
の
世
界
の
論
理
的
構
造
」
(
昭
和
八
年
)
で
は
、
個
物
と
一
般
、
す
な
わ
ち

「
場
所
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
ど
ち
ら
が
基
備
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
方
が
そ

れ
に
包
ま
れ
る
と
か
い
う
こ
と
は
無
い
」
(
『
全
集
十
四
』
問
七

O
頁
)
と
さ
れ
、

双
方
は
概
念
上
は
絶
対
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
存
布
と
し
て
は
一

つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
場
所
の
自
己
限
定
」
と
「
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
は
逆
方

向
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
個
を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
現
実
的
な
個
別
的
存
在
が
、
例
え
ば
小
論
で
は
一
個
の
美
術
館
が
、

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
実

の
観
察
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
的
な
あ
り
方
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
『
西
田
幾
多
郎
全
集
第
八
巻
』
(
岩
波
書
居
、
一
九
四
八
/
一
九
八

八
H

以
下
『
全
集
八
』
と
記
す
)
所
収
の
「
行
為
的
直
観
」
(
昭
和
十
二
年
)

に
は
、
我
々
自
身
が
種
と
い
う
普
遍
的
存
在
か
ら
生
ま
れ
、
つ
ま
り
限
定
さ
れ
、
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同
時
に
、
個
と
し
て
自
己
自
身
を
限
定
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
我
々
の
行
為

が
歴
史
的
・
社
会
的
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
(
『
全

集
八
』
五
六
八
l
五
六
九
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
我
々
と
い
う
個
に
お
い
て
双
方

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
調
和
す
る
そ
の
姿
が
、
社
会
や
歴
史
に
お
い
て
示
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

小
論
の
考
察
の
骨
絡
を
為
す
「
場
所
」
理
論
の
要
点
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ

の
血
論
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
具
体
的
な
美
術
館
が
、
美
術
館
自
体
の
目
的
や

盟
組
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
導
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
が
論
盟
的
に
確
認
さ
れ
よ
う
。
以
下
そ
れ
を
考
察
す
る
。

2 

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
概
要
と
場
所
に
よ
る
自
己
限
定

当
美
術
館
は
、
山
口
県
萩
市
平
安
古
(
ひ
や
こ
)
五
八
六
|
一
に
設
立
さ
れ
、

平
成
八
年
一

O
月
一
四
日
に
開
館
し
た
。
立
案
か
ら
開
館
ま
で
ほ
ぼ
四
年
か
か
っ

た
と
い
う
。
設
立
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
名
称
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に

萩
出
身
の
実
業
家
、
浦
上
敏
明
氏
が
、
浮
世
絵
ゃ
、
中
国
や
朝
鮮
の
陶
磁
器
な

ど
の
多
く
の
美
術
品
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
総
工
費
は
約
五
三
億
円
、

年
間
総
経
費
は
約
三
億
五
千
万
円
と
い
う
規
模
で
あ
る
。

当
美
術
館
発
行
の
『
H
A
G
I
U
R
A
G
A
M
I
M
U
S
E
U
M

山

口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
』
(
平
成
八
年
、
以
下
同
誌
は
『
H
・

u・

M
・
』
誌
と
表
記
す
る
)
に
よ
る
と
、
施
設
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
敷
地
面
積
二
、
七
一
五
・

0
平
方
メ
ー
ト
ル
(
三
五
四
三
・
七
九
坪
)

建
物
概
要
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
一
階
地
上
二
階

建
築
面
積
二
二
九
四
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
(
九
六
六
・
七
二

延
床
面
積

坪
)

四
、
九
九

0
・
0
平
方
メ
ー
ト
ル

日
辰
吉
同
古
同
さ

軒
高

工
期

一
九
・
八
メ
ー
ト
ル

一
一
・
五
メ
ー
ト
ル

平
成
六
年
一

O
月
二
一
日

1
平
成
八
年
三
月
二
七

日
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上
の
横
棒
の
西
の
端
に
あ
る
特
別
展
示
室
お
よ
び
茶
室
兼
和
式
展
示
室
か
ら
斜

め
に
展
示
室
2
と
展
示
室
1
と
が
雁
行
状
に
設
置
さ
れ
、
展
示
室
1
が
縦
棒
部

分
に
あ
る
ロ
ビ
l
に
閉
口
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
構
造
に
つ
い
て

は
、
『
H
・

u・
M
・
」
誌
に
「
城
下
町
の
特
徴
で
あ
る
鍵
曲
が
り
を
雁
行
し

た
展
示
室
の
構
成
や
内
部
空
間
に
応
用
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
城
下
町
萩

の
基
本
的
な
道
筋
の
構
造
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
階
部
分
の
展
示
室
は
、
「
キ
」
の
縦
棒
と
下
の
横
棒
と
の
交
点
に
展
示
室

5
を
置
き
、
そ
の
東
が
展
示
室
6
、
西
が
展
示
室
4
、
北
が
展
示
室
3
と
な
る
。

特
に
、
要
と
な
る
正
方
形
の
展
示
室
5
は
、
自
然
光
を
真
上
か
ら
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
電
動
の
サ
ン
ル

l
フ
を
設
置
し
、
移
動
式
ガ
ラ
ス
ケ
l
ス
と

座
席
と
を
配
置
替
え
す
れ
ば
、
展
示
室
に
も
休
憩
室
に
も
使
え
る
と
い
う
工
夫

が
為
さ
れ
て
い
る
。
『
H
・

u・
M
・
』
誌
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
階
部
分
展
示

室
は
「
敷
地
の
東
側
に
あ
た
る
萩
市
の
行
政
・
文
教
エ
リ
ア
の
環
境
に
対
応
し

た
制
長
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
も
っ
た
出

示
空
間
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
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瞭 事務

舎
こ
の
記
述
、
だ
け
で
は
解
り
に
く
い

校校
点
も
あ
る
が
、
当
美
術
館
の
約
五

O

学小

0
メ
ー
ト
ル
東
に
あ
る
萩
市
立
明
倫

倫明
小
学
校
の
堂
々
た
る
木
造
校
舎
を
見

守一市
れ
ば
、
そ
れ
が
納
得
さ
れ
る
。
萩
市

萩

史
編
纂
委
員
会
『
萩
市
史
第
三
巻
』

2

(
萩
市
、
昭
和
六
二
年
)
に
よ
る
と
、

真写
明
倫
小
学
校
の
端
緒
は
、
萩
藩
五
代

藩
主
毛
利
吉
元
が
享
保
三
年
(
一
七

一
八
)
一
二
月
に
、
萩
城
三
の
丸
追

い
回
し
筋
に
創
建
し
た
藩
校
明
倫
館
に
あ
る
と
さ
れ
る
(
『
萩
市
史

七
九
七
七
九
八
頁
)
。
そ
れ
が
現
在
地
、
江
向
に
移
っ
た
の
は
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
正
月
で
、
敷
地
一
万
五
一
八
四
坪
、
建
物
総
坪
数
一
万
二
三
一

八
坪
、
練
兵
場
三

O
二
O
坪
と
い
う
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
(
「
萩
市
史
第
三
巻
』
七
九
八
頁
)
。
萩
市
史
編
纂
委
員
会
『
萩
市
史
第

二
巻
』
(
萩
市
、
平
成
元
年
)
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
に
学
制

が
発
布
さ
れ
、
萩
も
小
学
校
が
出
来
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
、
ま
た
分
割
し
た
り

な
ど
の
変
選
を
経
て
、
明
治
凹
二
年
(
一
九

O
九
)
一
一
月
に
、
明
倫
尋
常
小

学
校
と
し
て
統
合
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
(
『
萩
市
史
第
二
巻
』

一
四
九
頁
)
。
そ
の
校
舎
全
体
も
壮
麗
と
さ
え
い
え
る
姿
だ
が
、
校
舎
群
の
中

で
は
特
に
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
の
は
有
備
館
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は

「
旧
明
倫
館
の
剣
術
場
と
槍
術
場
を
写
し
て
拡
張
し
た
も
の
で
、
木
造
一
重
入

母
屋
造
り
桟
瓦
葺
き
平
家
建
て
、
桁
行
三
一
七
・
八
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
一

0
・
八

メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
細
長
い
建
、

物
」
(
『
荻
市
史
第
三
巻
』
八

0
0頁
)
と
さ
れ
る
よ
う
に
制

長
い
構
造
を
し
て
お
り
、
他
の

細
長
い
校
舎
と
と
も
に
歴
史
的

な
学
校
風
景
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
日
・

u・
M
・』

誌
で
は
、
建
物
の
外
観
に
も

「
歴
史
的
地
区
に
見
ら
れ
る
石

壁
や
石
垣
、
石
彫
公
固
な
ど
、

石
の
造
型
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

も
『

撫

唖!制

ート
山口県立萩美術館・浦上記念館の

石造のオブジェのあるテラス

第
三
巻
』

写真3
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入
れ
、
主
な
仕
上
げ
材
料
を
石
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
色
彩
や
材
質
が
萩
の

景
観
に
調
和
す
る
よ
う
配
慮
」
さ
れ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
美
術
館
の
建
物
の
概
要
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、
萩
と
い
う

場
所
が
強
く
影
響
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、
「
場
所
の
自
己
限
定
」
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
が
強
く
働
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
萩
市
民
や
萩
を
訪
れ
る

観
光
客
に
と
っ
て
、
町
並
み
の
延
長
と
い
う
感
覚
で
、
親
し
み
易
い
と
い
う
長

所
が
あ
る
。

萩
市
そ
の
も
の
の
場
所
論
的
考
察
は
、
紙
数
の
関
係
上
、
稿
を
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
毛
利
氏
三
六
万
石
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
二
二
代
、
二
六

0

年
間
の
中
核
的
城
下
町
と
し
て
維
持
し
て
き
た
萩
の
町
は
、
吉
田
松
陰
を
は
じ

め
明
治
維
新
へ
と
歴
史
を
遂
行
し
た
数
多
く
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
史
跡
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
ま
た
、
毛
利
氏
が
庇
護
し
た
萩
焼
の
窯
が
周
辺
地
域
も
含
め
て
一

O
O以
上
も
あ
る
美
術
の
町
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
萩
の
町
を
訪
れ
る
観
光

客
は
、
自
ら
歴
史
や
美
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
萩
の
新
し
い
美
の
メ
ッ
カ
と

し
て
、
当
美
術
館
を
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
当
美
術
館
は
こ
の
よ
う
な
人
々
を
引

き
つ
け
る
べ
く
設
計
さ
れ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
一
般
論
と
し
て
、
「
場
所
の
自
己
限
定
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
強
す
ぎ
る
と
、
個
が
場
所
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
個
そ
の
も
の

の
意
義
が
希
薄
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
あ
る
集
団
の
全
体
的
な
価
値
観
が
個

性
を
抹
殺
す
れ
ば
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
さ
え
消
滅
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
あ
る

場
所
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
個
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
え
ば
全
体
も
消
滅
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

ど
の
土
地
に
あ
っ
て
も
、
美
術
館
は
美
術
館
と
し
て
の
普
遍
的
な
役
割
が
あ

る
し
、
特
定
の
美
術
館
に
は
そ
の
美
術
館
特
有
の
目
的
や
理
念
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
時
に
は
場
所
と
は
無
関
係
に
展
開
す
る
し
、
建
物
そ
の
も
の
に
反
映
さ
れ

る
と
共
に
、
特
に
運
営
の
理
念
と
実
践
に
実
現
さ
れ
て
、
そ
ち
ら
か
ら
逆
に
場

所
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
次
節
は
、
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
。

3 

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
お
け
る
個
に
よ
る
場
所
の
限
定

「
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
の
最
も
重
要
な
点
は
、
場
所
が
全
体
と
し
て
は

同
時
に
認
識
さ
れ
得
な
い
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
個
性
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
場
所
を
露
わ
に
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
場
所
が
場

所
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
常
に
個
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
場
所
は
個
に
依
存
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
唯
一
絶
対
の
存
在
た
る
「
場
所
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で

は
あ
る
が
、
特
定
の
場
所
に
関
し
て
も
同
様
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
「
萩
と
い
う
町
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
存
在
す
る
史
跡
や
観
光

地
や
生
活
し
て
い
る
人
々
が
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
、
何
の
実
在
感
も
存
在
し
な

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
個
々
の
存
在
は
必
ず
し
も
常
に
萩
の
町
全
体
を
考
慮
し

つ
つ
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
の
個
を
個
と

し
て
発
展
さ
せ
、
守
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
自
由
な
諸
活
動
が
、
結
果
に
お
い
て
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
常
に
、
場
所
が
横
た
わ
り
、

個
に
影
響
を
与
え
、
時
に
は
、
全
体
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

自
覚
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
当
美
術
館
に
お
い
て
も
、
施
設
、
理
念
、
運
営
の
あ
ら
ゆ
る
而
に
お

い
て
、
個
性
を
発
障
す
る
た
め
に
、
美
術
館
一
般
の
普
遍
的
機
能
を
充
実
さ
せ

る
努
力
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
理
念
の
最
も
中
核
に
あ
る
の
は
、
足
立
明
男
館
長
が
「
文
化
の
光
を

掲
げ
た
い
」
「
本
物
の
文
化
を
発
信
し
た
い
」
「
施
設
、
展
示
い
ず
れ
も
、
そ
の

も
の
に
普
遍
性
を
も
た
せ
る
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
に
対
す
る
高
度
な
感

性
と
知
識
の
養
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
美
術
館
そ
の
も
の
の
高
度

な
研
究
の
充
実
が
必
至
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
現
在
、
専
門
職
は
六
名
。
専
門
職
と
し
て
の
質
を
維
持
す
る
と

い
う
目
的
で
、
学
芸
員
資
格
を
持
ち
、
原
則
的
に
修
士
、
ふ
さ
わ
し
い
語
学
力

の
あ
る
も
の
、
等
と
い
う
の
が
そ
の
条
件
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
能
力
を
発
陣
す
べ
き
充
実
し
た
仕
事
を
遂
行
す
る
際
の
職
務

上
の
疲
労
感
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
よ
う
に
、
設
計
上
、
執
務
室
か
ら
自
然
景

観
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肉
体
的
労
力
を
省
き
、

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
し
な
い
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
展
示
ケ
l
ス
は
前

か
ら
出
し
入
れ
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
照
明
は
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
職
員
に
よ
る
、
日
常
の
展
示
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
文
化
の
発
信
媒
体
と
し
て
先
行
さ
れ
て
い
る
季
刊
誌
「
萩
」
は
、

単
な
る
情
報
伝
達
の
域
を
越
え
て
オ

l
ル
カ
ラ

l
全
一
二
頁
、
学
芸
員
に
よ
っ

て
、
専
門
的
な
内
容
が
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
さ
れ
た
記
事
で
埋
め
ら
れ
た

高
度
な
も
の
で
、
一
九
九
八
年
一

O
月
現
在
第
九
号
を
数
え
る
。

そ
れ
ら
職
員
の
活
動
を
支
え
る
資
料
、
収
蔵
の
工
夫
と
し
て
は
、
階
段
下
な

ど
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
ゃ
、
ま
た
、
単
に
平
面
図
と
し
て
見
る
の

で
は
な
く
立
面
図
と
し
て
検
討
し
、
床
を
五

0
セ
ン
チ
下
げ
て
、
室
田
庫
を
二
段

に
し
た
り
、
収
蔵
庫
の
天
井
を
高
く
し
て
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
二
段
に
し
た
り
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
利
用
者
の
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

利
用
に
関
し
て
足
立
館
長
の
お
話
で
は
、
「
生
活
の
リ
ズ
ム
に
熔
け
込
ん
だ

美
術
館
」
を
目
指
し
、
ひ
と
こ
ろ
よ
く
言
わ
れ
た
「
余
暇
の
利
用
」
と
い
っ
た

消
極
的
な
目
的
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の
生
活
を
そ
の
ま
ま

持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
日
常
を
離
れ
て
高
い
意
味
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

を
得
る
場
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
非
日
常
の
工
夫
も
為
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
典
型
と
し
て
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
な
ど
の
質
の
高
い
ト
イ
レ
や
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

エ
リ
ア
と
し
て
の
明
る
く
天
井
の
高
い
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
開
放
的
な
図
書
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
(
兼
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
)
に
は
主
に
日
常
の
購
入
が
難
し
い
高
価
な
書
物
が
揃
え
ら
れ
て
い

ヲ

Q

。さ
ら
に
、
身
障
者
や
老
人
に
は
、
オ
ー
ル
ス
ロ
ー
プ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
美
術
館
は
、
高
度
な
文
化
を
追
求
す
る
と
い
う
理
念
を
、

個
と
し
て
実
現
す
る
た
め
に
、
施
設
、
職
員
と
も
に
充
実
し
、
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
周
到
な
当
美
術
館
で
は
あ
る
が
、
今
後
設
立
さ
れ
る
施
設
へ
の
参

考
ま
で
に
と
い
う
足
立
館
長
の
お
話
で
は
、
ひ
と
つ
設
計
上
の
難
点
を
挙
げ
ら

れ
た
。
そ
れ
は
、
館
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
巡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
循
環
方

式
を
追
求
し
た
結
果
、
逆
流
や
中
途
退
出
が
し
難
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

点
は
例
え
ば
、
福
岡
市
美
術
館
の
展
示
エ
リ
ア
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
乃
至
四
に
分

割
で
き
る
小
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
五
つ
の
独
立
し
た
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、
各

エ
リ
ア
へ
の
出
入
り
が
自
由
な
の
に
比
べ
る
と
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
印
象
を

与
え
る
。
が
、
ま
た
他
方
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
人
の
流
れ
を
維
持
で
き
る
と
い

う
長
所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
計
の
問
題
は
、
高
齢
の
利
用
者
が
一
層
増
加

す
る
今
後
に
向
け
て
の
ひ
と
つ
の
課
題
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
限
り
に
お
け
る
当
美
術
館
の
こ
の
よ
う
な
試

み
は
、
建
築
物
と
し
て
の
美
術
館
そ
の
も
の
の
範
問
内
で
、
そ
の
活
動
を
高
度

に
充
実
さ
せ
る
と
い
う
側
面
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
文
化
の
光

を
掲
げ
る
」
と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
術
館
の
機
能
を
、
美
術
館

の
普
遍
的
な
目
的
に
向
か
っ
て
可
能
な
限
り
高
度
に
追
求
し
、
そ
の
こ
と
で
美

術
館
自
体
の
存
在
意
義
を
見
い
だ
そ
う
と
い
う
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
相
当
す
る
。
一
般

論
と
し
て
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
は
、
個
が
個
と
し
て
、

高
度
な
充
実
を
要
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
美
術
館
の
試

み
は
適
確
だ
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
一
般
論
と
し
て
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
弱
点
も
指
摘

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
個
の
独
走
で
あ
る
。
美
術
館
の
よ
う
に
個
が
活
動
を
も
持

つ
場
合
、
そ
の
運
営
や
展
開
の
し
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
場
所
と
か
け
離
れ
た
方

向
に
独
走
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
本
来
は
、
個
と
場
所
と
は
一
体
な
の

だ
か
ら
、
こ
の
独
走
は
、
個
の
生
存
に
と
っ
て
も
致
命
的
で
あ
る
。

当
美
術
館
は
、
そ
の
危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

る
の
か
。
そ
れ
が
次
節
の
課
題
で
あ
る
。

4 

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
お
け
る
個
と
場
所
の
相
互
関
係

運
営
方
針
に
お
い
て
、
当
美
術
館
は
、
他
の
既
成
の
地
方
美
術
館
に
比
べ
、

や
や
高
踏
的
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
に
は
、
「
地
域
に
限
定
し

な
い
」
と
し
、
地
域
の
人
た
ち
の
趣
味
的
な
発
表
の
場
は
、
他
の
施
設
を
考
え

て
頂
く
と
す
る
よ
う
な
姿
勢
は
、
例
え
ば
、
地
方
美
術
館
の
は
し
り
で
も
あ
る

楠
岡
県
久
留
米
市
の
石
橋
美
術
館
が
、
常
時
、
市
民
や
学
生
、
生
徒
、
学
童
な

ど
の
美
術
展
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
や
、
一
九
七
九
年

に
開
館
し
た
福
岡
市
美
術
館
が
五
つ
の
独
立
的
な
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ
を
「
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
名
づ
け
て
常
時
市
民
の
作
品
展
示
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
以

下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
、
当
美
術
館
は
そ
の
よ
う
な
方
法
と
は
違
う

仕
方
で
、
美
術
館
と
地
域
と
の
相
互
関
係
を
深
め
双
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
美
術
館
は
個
と
し
て
の
理
念
を
追
求
し
、

地
域
は
萩
市
を
焦
点
と
し
て
西
日
本
一
帯
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
は
、
日
本

全
体
、
東
ア
ジ
ア
一
帯
を
ま
で
考
癒
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
努
力

が
、
萩
市
の
人
口
が
四
万
五
千
人
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
年
間
で
三
五
万
人
の
人

館
者
数
を
数
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

ま
ず
、
美
術
館
施
設
の
萩
市
民
へ
の
提
供
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
展

示
に
関
し
て
は
目
下
の
と
こ
ろ
一
般
市
民
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

講
座
室
は
、
商
工
会
議
所
主
催
の
講
演
会
、
例
え
ば
タ
ク
シ
ー
運
転
手
や
旅
館

従
業
員
な
ど
の
た
め
の
講
演
会
の
会
場
に
提
供
さ
れ
る
。

ま
た
、
美
術
館
が
一
方
的
に
提
供
す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
地
域
と
の
具

体
的
な
相
互
協
力
関
係
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
も
美
術
館
運
営
の
一
員

だ
と
い
う
自
覚
を
喚
起
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
た
い
と
い
う

屈
に
は
、
た
だ
招
待
券
を
配
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
チ
ケ
ッ
ト
を
何
枚
か
購

入
し
て
頂
く
、
と
い
う
よ
う
な
相
互
援
助
の
原
則
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
一
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
を
教
育
・
文
化
週
間
と

し
て
、
入
館
料
を
無
料
に
し
て
い
る
の
も
、
遠
方
か
ら
の
来
館
者
に
も
あ
り
が

た
い
企
画
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
萩
市
民
に
と
っ
て
は
、
日
ご
ろ
さ
ほ
ど
美
術

に
関
心
が
な
い
市
民
で
も
、
近
く
の
公
園
に
行
く
感
覚
で
美
術
館
に
親
し
む
こ



と
が
で
き
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
も
繋
が
る
。

ま
た
、
地
域
と
い
う
考
え
も
、
萩
市
が
焦
点
に
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
と
し
て

も
、
萩
市
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
足
立
館
長
の
お
話
で
は
、
人
口
の

0
・

一
%
が
美
術
館
人
口
と
考
え
、
そ
の
背
景
人
口
を
考
え
て
、
展
示
内
容
に
合
わ

せ
て
然
る
べ
き
地
域
全
体
に
発
信
、
官
一
伝
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
持
つ
と
の

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
場
合
に
は
、
近
畿
地
方
を
含
む
西
日
本
が
そ

の
範
囲
に
な
る
。

地方美術館の場所論
一山口県立荻美術館・布ILl二記念館の場合一

ま
た
、
企
画
と
し
て
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
べ
る
企
画
を
心
が
け
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
以
下
の
各
点
に
留
意
さ
れ
て
い
る
。

一
高
い
普
遍
的
な
学
問
的
レ
ベ
ル
に
基
づ
く
企
画
を
考
え
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
館
員
の
努
力
と
資
質
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
高
い
普
遍
性
を
持
つ
ほ
ど
、
広
い
地
域
か
ら
の

観
客
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

二
完
成
し
た
研
究
者
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
限
定
せ
ず
、
む
し
ろ
最
新
の
研
究
を

捉
供
す
る
若
手
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
依
頼
し
、
企
画
に
積
極
性
を
持
た
せ
る
。

三
本
絡
的
研
究
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
う
。

こ
の
こ
と
三
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
季
刊
誌
「
萩
」
(
山
口
県
立
萩
美
術

館
・
浦
上
記
念
館
発
行
、

h
7
・
h
8
、
一
九
九
八
)
に
よ
れ
ば
、
平
成
一

0

年
度
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
美
術
講
座
は
、
第
一
回
が
大
橋
康
二
氏
(
佐
賀
県
教

育
長
文
化
財
課
課
長
補
佐
)
、
第
二
回
が
浅
野
秀
剛
氏
(
千
葉
市
美
術
館
学
芸

係
長
)
、
第
三
回
が
大
久
保
純
一
氏
(
跡
見
学
園
女
子
大
学
助
教
授
)
、
第
四
回

が
小
栗
祐
美
氏
(
北
海
道
教
育
大
学
助
教
授
)
、
第
五
回
が
出
川
哲
朗
氏
(
大

阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
学
芸
係
長
)
と
続
い
て
お
り
、
新
進
気
鋭
の
研
究
内

容
が
語
ら
れ
て
い
る
。

累
積
性
を
考
慮
し
た
企
画
と
象
徴
性
を
持
つ
企
画
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
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置
す
る
。

す
な
わ
ち
、
次
に
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
と
期
待
さ
せ
る
よ
う
に
発

展
し
て
い
く
長
期
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
そ
の
都
度
感
動
を
与
え
る
短
期
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
。

平
成
一

0
年
度
の
企
画
を
瞥
見
し
て
み
て
も
そ
れ
は
明
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
特
別
展
示
は
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
短
期
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
相
当

す
る
が
、
そ
の
一
部
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
を
書
き
抜
い
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

凹
月
二
九
日

1
六
月
七
日
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
追
宝
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ

ア
の
愛
し
た
古
伊
万
里
展
」
(
展
示
室

3
・
4
・
5
・
6
)
、
六
月
二
二
日

1
七

月
二

O
日
「
北
斎
東
西
の
架
け
橋
展
」
(
展
示
室
3
・
4
・
5
・
6
)
、
七
月

二
五
日

1
九
月
六
日
「
祈
り
と
美
の
伝
承
醍
醐
寺
展
」
(
展
示
室
3
・
4
・

5

・6
)

こ
の
期
間
は
、
ま
さ
に
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
短
期
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
分
か
り
易
い
魅
力
的
な
テ
ー
マ
を
民
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
次
の
期
間
は
、
長
期
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
意
識
し
た
企
両

展
示
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
l
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
シ
リ
ー
ズ
の
「
神
秘
の
王
国
l
那
国
王
墓
」
展
で
あ
る
。
こ
れ
は
は
じ
め
、

九
月
一
二
日

i
一
O
月
四
日
ま
で
は
展
示
室

3
で
展
示
さ
れ
、
次
に
一

O
月
一

O
日
1
一
一
月
一
日
ま
で
は
展
示
室
2
で
展
示
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
を
第
一
期
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
期
は
、
一
一
月
二

O
日
か
ら
年
末
年
始
の
休
み
を
挟

ん
で
一
九
九
九
年
二
月
二
一
日
ま
で
展
示
室
3
で
展
示
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
こ

の
企
画
に
関
連
し
て
、
記
念
講
演
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
l
ク
、
美
術
講
座
な
ど
の

行
事
も
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
九
月
二
三
日
に
行
わ

れ
た
、
「
こ
ど
も
の
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル
音
ズ
レ
の
か
た
ち
中
国
古
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代
楽
器
『
磐
(
け
い
)
』

F

つ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
」
で
あ
る
。
こ
の
祁
(
し
)

国
王
墓
の
出
土
品
に
は
、
古
楽
器
が
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
楽
器
を
模
し
て
、

自
ら
鳴
ら
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
珍
し
く
興
味
深
い
だ
け
で
は
な
く
、
次
代
の

美
術
館
愛
好
者
の
育
成
に
も
繋
が
る
企
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
こ
ど
も
の

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル
」
は
、
一
九
九
八
年
度
に
は
こ
の
ほ
か
に
三
企
画
聞

か
れ
て
い
る
。
六
月
二
一
日
「
ぱ
ら
ぱ
ら
ま
ん
が
を
つ
く
ろ
う
北
斎
漫
画
の

表
現
に
学
ぶ
」
、
七
月
一
九
日
・
八
月
八
日
・
九
日
「
土
火
っ
と
遊
び
隊
(
ど

か
っ
と
あ
そ
び
た
い
)
|
の
や
き
た
い
け
ん
」
、
八
月
一
日
「
も
つ
く
も
く
遊

ぼ
う
l
埋
も
れ
木
に
生
命
を
」
と
、
い
ず
れ
も
時
々
の
展
示
に
関
連
し
て
、
し

か
も
こ
ど
も
た
ち
の
実
体
験
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
特
別
展
示
や
企
画
展
示
の
一
例
だ
け
で
も
、
当
美
術
館
の
き

め
細
か
い
企
画
能
力
を
計
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
グ
ル
ー
プ
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
で
き
る
企
画
を
考
え
る
。

こ
れ
は
、
学
校
単
位
、
職
場
単
位
、
地
域
単
位
、
老
人
ホ

l
ム
な
ど
の
医
療
、

療
育
施
設
単
位
な
ど
の
、
グ
ル
ー
プ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
‘
グ
ル
ー
プ
を

多
く
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
概
念
を
萩
市
か
ら
さ
ら
に
広
げ
て
、
こ
の

萩
と
い
う
地
か
ら
、
広
範
な
地
域
に
本
物
の
文
化
を
発
信
す
る
と
い
う
意
識
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
「
本
物
の
文
化
」
と
い
う
の
は
、
「
地
域
」
の
概
念
が
広

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
よ
り
本
質
的
な
サ
ー
ビ
ス
す
な
わ
ち
本
当
に
美
術
が
好

き
な
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
普
遍
性
を
持
ち
、
き
め
細
か
い
展
示
や
企
耐
を
行

う
と
と
も
に
、
館
員
の
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
。
一
例
と
し
て
、

館
長
自
ら
会
場
に
出
向
い
て
解
説
に
当
た
り
、
そ
の
話
を
聞
く
た
め
に
ま
た
来

た
い
と
い
う
フ
ァ
ン
を
作
る
努
力
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
努
力
か
ら
生

ま
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
足
立
館
長
に
伺
っ
た
お
話
が
あ
る
。
あ
る
夏
の
目
、

車
椅
子
を
利
用
す
る
デ
イ
ケ
ア
施
設
の
老
人
が
米
ら
れ
た
の
で
感
想
を
聞
く
と
、

ま
ず
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
飲
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
が
お
い
し
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
そ

れ
か
ら
「
あ
ん
な
空
の
よ
う
な
青
磁
の
色
を
ま
た
見
に
来
た
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
の
拡
大
は
、
美
術
館
と
し
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
努
力
は
、
決
し
て
強
引
に
人
を
美
術
館
に
縛
り
つ
け

る
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の
感
性
や
受
容
性
に
応
じ
て
、
お
の
ず
か
ら
な
る
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

-L. 

/¥ 

根
底
で
信
頼
し
合
う
、

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
当
博
物
館
に
お
い
て
も
、
「
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
」
、

す
な
わ
ち
個
が
個
と
し
て
普
遍
的
で
質
の
高
い
企
画
を
有
す
る
こ
と
と
、
「
場

所
の
自
己
限
定
」
、
す
な
わ
ち
そ
の
内
容
を
発
信
す
る
場
所
に
よ
っ
て
そ
の
企

画
が
支
持
さ
れ
て
入
館
者
数
を
確
保
し
、
そ
の
相
互
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
が
統
一
さ
れ
、
個
と
場
所
の
双
方
が
発
展
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
個
の
一
方
的
な
独
走
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

か
に
な
っ
た
。

結
びこ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
場
所
論
の
視
点
か
ら
、
当
美
術
館
の
活
動
に
お
い

て
仙
の
地
方
博
物
館
に
比
し
て
特
徴
的
な
側
而
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
普
遍
的

な
美
の
追
求
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
個
と
し
て
の
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

入
館
者
数
を
確
保
で
き
る
能
力
が
高
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
に
は
、

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
個
と
し
て
の
充
実
と
、
場
所
に
対
す
る
働
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き
か
け
の
努
力
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
、
同
時
に
、
い

ま
一
点
、
や
は
り
、
設
立
さ
れ
て
い
る
萩
と
い
う
場
所
の
力
が
大
き
い
こ
と
を

も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
論
の

2

で
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
的
町

並
み
を
残
し
、
美
術
に
対
す
る
関
心
が
深
い
萩
の
町
だ
か
ら
こ
そ
、
一
見
高
踏

的
な
運
営
に
対
し
て
も
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
新
し
い
美
の
メ
ッ

カ
と
し
て
観
光
客
を
引
き
つ
け
る
の
で
あ
る
。
当
美
術
館
自
身
も
そ
の
こ
と
を

自
覚
し
て
設
計
さ
れ
、
様
々
な
企
画
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
場
所
は
場
所
自
身
を
限
定
し
、
個
を
支
え
、
輝
か
せ
て
も
い
る
。
こ
の
、

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
は
、
こ
の
「
場
所
の
自
己
限
定
」
を
特
に

効
果
的
に
捉
え
、
そ
れ
を
、
個
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
場
所
自
体
を
豊
か
に

す
べ
く
働
き
か
け
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
は
、
地
方
美
術
館
の
ひ
と
つ
の

生
き
方
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

小
論
の
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
館
の
諸
側
面
を
場
所
論

的
視
点
か
ら
比
較
し
、
よ
り
普
遍
的
な
美
術
館
像
を
構
築
す
る
と
共
に
、
よ
り

轍
密
な
美
術
館
の
場
所
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
関
し
て
は
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

(
あ
ら
き

ま
さ
み

福
岡
女
学
院
大
学
教
授
)
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口
県
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萩
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浦
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長
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男
氏
に
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多
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わ
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ず
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い
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